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はじめに

弥生時代を象徴する墓制である方形周溝墓は、弥生時代中期中葉に能登地域で受容され、本格的な

弥生文化が展開する中期後葉に至り、当地域における墓制の主体を占めるようになった。

本稿では、この方形周溝墓に代表される区画墓と、墳丘や区画施設をもたない土坑・木棺墓を整理

することにより、能登・北加賀地域における弥生墓制の特徴とその変遷過程を明示していきたい。

１ 区画墓の規模と平面形態の変遷（第１・２図）

方形周溝墓が普及する中期後葉には、長軸５～８mの墳丘規模を有するものが主体となる。長軸１０m

を超える大型墓は墓群中に１・２基程度存在し、すでに規模的格差を明確に見出せる。墳丘平面形態は

長方形を呈するものが多く、周溝形態は東海系譜と推測される g類を主体に、多数の系統が混在する。

後期前葉～後葉には、台状墓を主体に長軸１５mを超える大型墓が出現し、小・中型墓の平面形態

は正方形化する傾向が窺える。周溝形態は g類がさらに増加し、a類以外の系統が衰退・消滅する。

墳丘規模の格差が明確になる終末期には、長軸１５mを超える大型墓が増加する反面、長軸５m以下

の小型墓がほぼ消滅する。周溝形態は引き続きg類が主体を占めるなか、a類が増加する傾向を窺える。

２ 区画墓上の埋葬施設数と墳丘規模の関係

中期の方形周溝墓は、埋葬施設を墳丘中央に単数設置するものが圧倒的多数を占める。

後期になると、丘陵上に立地する区画墓で、複数の埋葬施設を設置するものが増加し、なかでも、

大型の台状墓で４基以上の多数埋葬が顕著に認められる。一方、低地に立地する方形周溝墓は、中期

と同様に墳丘中央の単数埋葬を主体としたものが多く確認できる。

終末期には、再び単数埋葬が増加し、大型の台状墓でも単数埋葬のものが出現する。丘陵上に立地

する区画墓では、依然複数埋葬を主体とするが、多数埋葬は大幅に減少する。

３ 木棺の規模と副葬頻度の推移（第３図、第１表）

中期の木棺は、�型木棺（福永１９８５）を主体とし、規模は長軸０．８～１mと１．３～２m程度のまと
まりが見出され、前者が小児棺、後者が成人棺に対応する可能性が高い。木棺・墓坑規模ともに、無

墳丘の木棺墓が卓越し、副葬品の出現頻度も高い傾向を窺える。

後期には�型木棺が増加し、中能登町吉田経塚山遺跡で検出した�・�型を折衷したような木棺と
共に、山陰・北近畿などの日本海沿岸地域からの影響が色濃い。この時期には、副葬品として鉄器や

ガラス小玉が出現し、区画墓内埋葬施設への副葬も増加するが、無墳丘の土坑・木棺墓と出現頻度は

変わらない。木棺規模は長軸１．４m程度を境とするまとまりが存在し、中期と比べて長大化する。

終末期には、再び�型木棺が主体となると共に、刳抜式木棺が顕在化する。刳抜式木棺は台状墓の
中心埋葬にほぼ限定的に用いられるため、階層上位の木棺型式と考えられる。木棺の長大化や墓坑の

大型化が進展する一方で、長軸１m以下の小規模木棺がほぼ消滅する。副葬品の出現頻度は、区画

墓の中心埋葬施設が最も高くなり、鉄製武器の副葬も中心埋葬にほぼ限定される。

４ 墳墓の構成と集落・墓域の位置関係（第４・５図）

方形周溝墓が普及する以前の中期前葉～中葉には、居住域と隣接して木棺墓（中期中葉に導入開始）

や土坑墓が２・３基程度の単位で墓域を構成するが、中期後葉に至り、この墓域に方形周溝墓が加わ

る。土坑・木棺墓と方形周溝墓はそれぞれ墓群を形成し、互いの墓群領域は隣接しながらも重複する

ことは少ない。低地の遺跡では、後期に至ってもこのような墓群構成に大きな変化はみられない。
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一方、後期前葉～後葉には、集落形成の困難な尾根上に台状墓が出現する。同時期の集落は、丘陵

裾部や近接する台地上に営まれており、墳墓とその造営集落の間に距離や高低差が生じ始める。

終末期には、低地でも集落と墓域の乖離が明確になり、両者の間に河川や溝などを挟むことも多い。

おわりに

能登・北加賀地域における弥生時代墓制の整理により、集落と墓域の乖離や、墓域内から大型墓が

隔絶化する過程が窺え、後期後葉にその変革期を見出すことができた。この時期は、区画墓墳丘上の

多数埋葬、�型木棺の盛行と木棺の長大化、副葬品としてのガラス小玉や鉄製武器の導入など、山陰・
北近畿に代表される日本海沿岸地域からの影響が色濃く窺え、これらの地域からもたらされた物資・

情報などが、能登・北加賀地域で墓制変遷の画期を引き起こす大きな要因となったことを推測できる。
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第１図 方形周溝墓と台状墓の墳丘規模 第２図 周溝墓平面形態の変遷

第１表 埋葬施設の副葬品出現頻度

第３図 木棺規模の変遷
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第４図 七尾市細口源田山遺跡の位置と主要遺構配置図

第５図 津幡町七野墳墓群と周辺の関連遺跡

副葬品上の数字は
出土点数を示す。
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